
以上2年間の試験結果とプナ丸太の防虫試験結果を併せ考察すると,薬剤による産卵,

穿入防止にはMEPの1.5%乳剤の6 〇 〇 cc刀徳布が適当で左いかと考父る。

(3)まとめ

以上,ヤナセスギ丸太を喰害する害虫について,伐採した月と被害との関係,薬剤による 

産卵,穿入防止について考察してきたが,オオゾウムシとキクイ厶シ類の被害を防ぐには・ 

穿孔虫の発生期に貯木場を含めた林内に丸太を放置しないように,早期に股出するか,この 

期間の伐採作業を極力滅らすか,やむをえず放置する場合にはME P1.5%乳剤を6 〇 〇 

cc/n？でむら左く散布する必要カ:ある。

おわりに調査に当って種々ご便宜をたまわった高知営林局作業鴉 魚梁瀬営林署の関係職 

員に国くむ礼申し上げる。
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国有林野土壌図の多面的利用法

I試験担当者

土じょう第1研究室長 久 保 哲 茂

〃 室員 河 室 公 康

土じょう調査科長 真 下 育 久

H試験目的

国有林林野土壌調査事業は開始以来3 〇年を経過し,今や全国有林野をカバーしょうとして 

いる。調査成果は土壌図と説明書にまとめられ,適地判定,更新保育などの計画と実行に貢献 

している。

一方,近年 森林の公益的機能問題がクローズアッブされ,それを考恵した適正な森林施業 

をとらねばならない情勢となった。このため,従来の木材生産面から見た林地の評価,分級だ 

けでなく,各種の公益的機能面からの林地の評価,分級の必要が生じた。

この新しい情勢において,林野土壌図の内蔵する諸情報を抽出し,これを使って,森林の公 

益的機能面から見た林地の評価,分級に科学的根拠を提供する方法を確立することは重要であ 

る。

亚試験の経過と得られた成果

L試験の経過

この試験は前記目的のための方法論的研究であって,昭和5 0年に開始し,5 2年に終了 

した。研究業務は林野土壊図を中心に,他の各種主題図を使用しての林地の性格の解析と綜 

合など室内作業が主要部分を占め,現地調査は,室内作業成果を実地検証する程度にとどめ 

た。モデル地区として,利根川流域,木曽三川流域,鬼怒川上流部の山地を使用した。

2.林野土壊図の性格と内蔵する情報

林野土壌図は現地調査結果を縮尺2万分の1の事業図に図化したものである。時に5万分 

の1あるいは2. 5万分の1の地形図を基図にしたものもあるが,極めて稀なケースである。 

基図の事業図は,旧御:斜林を除き,かつては林小班区画のみのものであったが,最近はほと
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んど等高線図が使われている。もちろん等高線図を基図とした土壌図の方が,図化精度も高 

<.利用にも便利である。

図示単位は土壌型で,稀に2以上の土壌型のカテナまたはモザイクで図示されていること 

もある。その他の土壊図要素として,堆積様式,基岩の岩種と地質系統,風衝地が付加記号 

で示されており,また霧岩,湖沼,河川など非土壌の部分が図示されている。このような土 

壌図要素から直接読みとれる情報を一次情報と呼ぷこととする。

これに対し,土層の理さ,土性,土壊酸度など,説明書を読むことによって得られる土地 

の諸属性を二次情報と呼ぶこととする。さらにこれらの諸情報,また他の主題図からの情報 

との組み合わせによって,三次,四次の情報を得ることができる。

民有林適地適木調査事業の成果品である土壌図は,基図に5万分の1地形図を使用してい 

る点が国有林土壌図と異なるだけで,土壌図要素,そこから得られる各種情報はほとんど同 

じである。国土調査の土地分類基本調査も5万分の1地形図を基図にしているカ:,図示単位 

には土壊統を使用している。しかし説明書を読むことにより,土壌統を林野土壌型に読みか 

えることができるので,林野土壊図と同等の情報を得ることができる。

以上3つの土壌図は,縮尺,図示単位に若干の違いはあるが,ともに大縮尺図であり,内 

蔵する情報の種類,精度は同じと見てよい。

3•小縮尺土壊図の性格と内蔵する情報

大縮尺,小縮尺の区別の境界は明確に示せるものでないカ;,林野の土壌被の構成状態を土 

壌型でほぼ支障なく図示できるものを大縮尺図と呼ぷこととする。すなわち,縮尺5万分の 

1以上のものである。廂尺が1〇万分の1とも左れば,土壌型ですべての土壌個体をありの 

ま理図示できなくなる。このため,省略 誇張,総描が行われ,凌た土壊複合区,土壌連合 

区などの図示単位を使用せざるを得左くなる。このようにして作られたものを小縮尺土壊図 

と呼ぶ。既存の大縮尺土壌図を編集して作られることが多い。これには国土調査の5 0万分 

の1全国土壌図と2 〇万分の1都道府県別土壌図とがある。

大縮尺土壌図が,事業区,市町村など比較的小地域の詳しい施業計画に利用されるのに対 

し,小縮尺図は,営林局管内,大河川流域,都道府県などかなり広い地域の基本計画に利用 

されている。

小縮尺土壌図の持つ情報は大縮尺図に比し,かなりおおまかである。しかし広域をカパー 

しているため,広い地域の概括的な評価に適している。
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4・評価する単位の土地の選択

土地を何らかの目的で評価する場合,評価し区分すべき土地の区切りをいかにすべきかが 

問題となる。これには次の3つが考えられる。

(1) 自然的土地単位

自然条件の異同によって区画された土地であり,たとえば土壌図に図示された各土壌個 

体や地形分顎図に区画された各種地形面がこれに当る。自然条件にもとづいているため, 

その条件に関して同質なひろがりを持ち,評価は正確に容易にできる。しかしこれは個々の 

.±地の面積と平面形がまちまちであるため,単位面積当りの比較や,統計がわずらはしい。

これにも区分レベルの高低がある。すなわち,大龍尺図においては土壌個体であるが,小 

廂尺図においては土壌連合区などとなる。

(2) 人文的土地単位

施業上の必要から区画・された林小班や事業区,地鶏でいう市町村字などがこれに当る。

森林調査酒,その他の各種統計を使い易いという利点はあるが,1つの区画内の自然条件 

は均一で左いことが多い。たとえば小さな!小班であっても2つ以上の土壊個体からなっ 

ていることが普通である。この場合,小班を評価の単位とすれば,2つ以上の土壤個体の 

評価をなんらかの処理によって綜合化し,1つのクラスで示さなくては左らない。この処 

理には小班を構成する各和土壌の分布面積比を使用すればよい力ら わずらはしい。

(3) 機械的土地単位
経緯線に沿って機械的に区画された方眼内の土地であり,いわゆるメッシュ図法によっ 

て得られる単位の土地である。これは人文的土地単位と同様に,方眼内の自然条件が均一 

でないことが多く,方眼を評価の単位とした場合,同後の処理を必要とする。方眼を細か 

くすれば,均一な自然条件からなる方眼の数は増加するが,不均一な方眼はなくならない。 

しかも評価作業覺：は幾何学的に増大する。しかし,幾枚もの他の主題図と併用する時,評 

価する単位の土地の画定が正確なため,各種主題図の間に単位の土地のズレはなくなる。

波た1定面積であるため,単位面積当りの評価,比較が容易となり,数量化に適している。 

更に各種衛星情報の導入,コンピューターによる情報貯蔵と利用にも適している。

以上の3法を局地的に試行,検討した結果,本研究ではメッシュ法をとることとした。

5. メッシュの大きさの選択

メッシュの粗密は前述のよ・うに,細かくすればするほど作業拍：は増加する力％評価精度は 

向上する。可能な限り小さ・くしたメッシュでの評価結果は,もとの土壌図で直接評価した結
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果と同じ分級図が得られよう。作業量は評価,分級の対象地域の広さとも関係しているのは 

当然である。

いくつかの土壌図に大小のメッシュをかけて検討した結果,1つのメッシュを評価する際, 

メッシュ内に分布する2以上の土壌個体の占有面積比を目測で容易に判定できる程度まで小 

さくする必要があり,メッシュ内に現われる土壌型の種類を多くとも3種ぐらいにとど暁る 

よう左大きさにするのが望ましいことが判った。

市町村,事業区など比較的狭い地域については,2万分の1土壌図では図上2瑚の方眼 

(実長4 OOTO»実面積16Q), 5万分の1では図上1瑚の方眼(実長5 OOW,実面積 

2 5")をとれば,大部分の方眼は,3種類以下の土壊を含むことと左り,その地域全体の 

面積が仮に10.0 0 〇かあっても,方眼の総数は7 〇 〇を越さない。

地域施業計画区,都道府県,大河川流域など,かなり広い地域を対象とし,概括的な評価, 

分級をする場合は,2 0万分の1土壌図を使い,図上】伽方眼(実長2Kn実面^(4 0 Ola) 

を評価する単位の土地とする。この単位は,5万分の1あるいは2万分の1の土壌図に図上 

4颌あるいは1OCTIO方眼をかけても求められるが,大縮尺図であるため1方眼内の土壌が 

多種多様となり,1方眼の綜合評価が困難となる。また,このような広い地域が2万分の1 
とか5万分の1の大福尺土壊図でカバーされているタースは極めて少ない。従って,大地域 

については,情報精度こそ大縮尺図に劣るが,小璐尺図を使用した概括的評価が有利である。

利根丿I冰系に』」ける群馬,栃木両県の山林面積は約う2万初あるが,とれを2km方眼で区 

分した場台1,5 6 0方眼となった〇実際には,純鹿！〇外相当の経績を1〇等分し,経度5 

分相当の緯線を1〇等分して得られた方眼,つまり5万分の1地形図を縦横1〇等分して得 

られる方眼を使用した。この方法で得られた方眼面積は,緯度により異なるという難点はあ 

るが,1つの地域施業計画区とか,府柴内では使用にたえる。

6.林地の評価法

森林の代表的な機能を図ー1に示す。これらの他に,防風,防潮,防音,国防などいろい 

ろな機能があると言われているが,森林地帯,特に山地帯におけるものとしては,図に示し 

た5機能で代表されよう。

これらのうち,森林の木材生産機能から見た林地の評価は,土壌図本来の活用分野である 

ため本研究ではとり上げなかった。また森林のレクリエーション機能から見た林地の評価は, 

評価因子を土壌条件(土壌図)に求めることが困難左ので,これも省略した。残りの3機能 

には地文条件が最も強く関与している。図ー1によれば,これら3機能のうち,評価因子に
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土壌条件を採用しているのは,森林の水源かん養機能についてのみである。しかし,洪水防 

止機能お、よび国土保全機能に土壌条件が無関係であると考えた訳ではない。

洪水は豪雨時の雨水が渓流に直接,流出することによって生じる。直接流出泣に関与する 

地文条件として最も大きいのは,海抜高,傾斜,谷密度左どの地形条件であるが,雨水の地 

中への滲透,地中での貯沼などの面で,土壊,地質も無関係ではない。ただ残念左ことに, 

豪雨時の直接流出一依に及ぼす土壊,地質条件が,洪水防止機能の評価因子として使用し得る 

ほど大きいものであるかどうかが明らかにされていない。従って現段階では土壊および地頁 

を評価因子から除外し,地修条件のみを評価に使用することとした。このため土壌図の多面 

的利用という本研究の対象からはずしたカw 土壌条件と直接流出量との関係が明らかになれ 

ば,洪水防止機能から見た林地の評価に土壌図が活用されることとなろう。

国土保全については,森林地帯で発生する山地災每に限定し,それも崩壊に主点を置いて 

検討を進めた。山地崩壊に関与する地文条件としては,傾斜,谷密度左どの地形条件と,土 

壊層をも含めた風化物層の状態が挙げられる。しかし,ここでは土壊条件を独立した評価因 

子とはしないで,図ー1に示したように,風化物の母岩(地質)を評価因子にした。土壊図 

には,基岩が岩種と地質系統で図示されており,喧た火山拋出物層のように基岩と異なった 

表層物質も示されているため,ー綴:の地質図よりも,風化物層に関する情報は多い。さらに 

説明書から風化物層の"さを知ることもできる。

評価の方法は,本研究とほぼ同時に進められてきた「森林造成維持費用分担関係設定調査」 

と同じ方法を採用した。従って方法の詳細については,同調査報告書の利根川流域篇(水利 

科学研究所!9 7 5),木曽三川流域篇(同19 7 6)および筑後川流域篇( 同

19 7 7)に,またこれら調査報告書の基本となった「森林の公益的機能計蛍化調査報告書」 

(同 19 7 3)にゆずることとし,以下,概要を述べる。

(1)水源かん養に関する林地の重要度の評価法

水源かん養機能とは,降水が除々に河川に流出するように,降水を一時,地中に貯溜す 

る機能を指す。この機能の高い林地を水源かん養に関して重要度が高いと考えた。この機 

能に関与する因子として,土壌,地質,地形が挙げられる。

1)評価因子の強度区分と仮評点

土壌 土壌は降水を吸い込み,1時的にせよ水を貯える。土層の貯水能から見た土壌 

の類別は表ー1のとおりである。

—1 8 〇—

地質 岩層の状態は地下水の貯溜と移動に大きく影礬する。影響の大小(貢献度)か 

ら見た地質の類別は表一 2のとおりである。

表ー 2 水源かん養機能から見た地質の類別

表ー1 水源かん養板能から見た土壌の類別

貯水能 土 壌 の 種 類 仮評点

高
適潤性および弱湿性の闹色森林土• 

適潤性およぴ弱湿性の黒色土
3

中
弱乾性の祠色森林土• 

弱乾性の黒色土
2

低

未熟土•受触土•赤色土•ダライ・

湿性ポドゾル・乾性ポドゾル• 

乾性福色森林土

1

貢献度 地 質 の 種 類 仮評点

大 火山拋出物・第四紀安山岩・ホルンフェルス・圧砕岩質岩石 3

中 第三紀安山岩・花崗岩•流紋岩 2

小 非固結堆積物•古生代堆積岩•結晶片岩 1

地形 傾斜と海抜高を評価因子とした。山腹傾斜は降水の地表流去,滲透水曲に関係 

し,また高海抜地(源流部)ほど貢献度が大きいと考えた。両因子の強度区分は表ー 3 
および4によって算出し,求める。

表ー 3 水源かん養機能から見た傾斜区分

^Tnacc :地域の最大平均傾斜. N/z:地域の最小平均傾斜

貢献度 傾 斜 (N ) の 区 分 仮評点

大
緩.(N点：..2婀) 

〇
3

中
./ 2 N max + N 血、や、 N max + 2 N 响、 
中( q 目N目 )

〇 〇
2

小
急(め也岑ゴ匝) 1
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切:地域の最高平均海抜高 Hか!:地域の最:低平均海抜高

2)自然条件が不均一なメッシュの評価

表ー 4 水源かん養機能から見た海抜高区分

貢献度 海抜高(H)の区分 仮評点

大
Wmax + 2H血、

咼(H M - 3一_.....ノ 2

小
低 (H< + 2_H响)

«3 1

評価因子のうち,土壌と地質については,1つの方眼の中に,異左る仮評点を持つ2 
種類以上の土壌あるいは岩石が混在することが多い。この場合はそれぞれの占める面積 

比で調整し,Iつの仮評点にまとめる。その計算例を次に示すが,なれると目測だけで 

納得できる仮評点を得ることができる。

〔計算例〕火山拋出物(仮評点3)が分布面舞比で8 0弓,結晶片岩(仮評点1) 

が2 0弓からなる方眼では,下記の要領で仮評点3に芝とめる。

3 X 0. 8 = 2. 4
} 2.6 (四捨五入)—3

1 X 0. 2 = 0. 2

3種類以上でも同様に処理する。

3)重要度の分級と補正

方眼ごとに前記4因子の仮評点を合計し,表ー 5に示した分級基準に照らして重要度 

を求める。カ、くして,すべての方眼が重要度「高」,「中」,「低」のいずれかに格付 

けされることとなる。

表ー5 水源かん養に関する林地の重要度の分級基準

重要度 高 中 低

合計仮評点 11•1 0 • 9 8 • 7 6-5-4

得られた分級図を,更に複数の専門家左らびに現地に明るい実務家の意見により補正 

する。試行例によれば,補正を要した方强数は対象地域全方眼数の1〇朋未満であった。

(2)国土保全に関する林地の重要度の評価法

国土保全については,山地崩壊に主点を催いたこと,性た評価因子に頑斜,谷密度,地 

質を取り上げたことは既に述べた。崩壊の危険性の大きい林地を,国土保全に関して重要 

—1 8 2 —

度が高いと考えて検討を進める。

1)評価因子の強度区分と仮評点

地質 土壊屬 風化砕屑物惱,風化岩屈を含め,それらのもろさにもとづく危険度か 

ら見た母岩の類別は表ー6のとおりである。

表ー 6 崩圾の危険性から見た風化物層の類別

危険度 母岩(地質)の種類 仮評点

大 深届風化花崗岩•火山岩屑 3

中
花崗岩•流紋岩•変成岩•変朽安山岩•破砕または変成 

を受けた中,古生代堆積岩•非固結堆積物
2

小 古期堆積岩•その他 1

地形山腹傾斜と谷密度を評価因子とした。傾斜は風化物層の安定度に関係し,また 
-- -

谷密度は大きいほど朋壊の危険度が高いと考えた。両因子の危険度区分は表ー7および

8のとおりである。

表一 ? 崩壊の危険性から見た傾斜区分

表ー 8 崩壊の危険性から見た谷密度区分

危険度 傾斜 (N ) の区分 仮評点

大 急(N>30° ) 3

中 中(20°冬Nさ30° ) 2

小 緩(N<20°) 1

危険度 谷密度(D )の区分 仮評点

大
大(P目些%+ R) 2

小 小(D<四专し也一) 1

D max :地域の最大谷密度 Dmin：地域の最小谷密度

2)重要度の分級と補正

!方眼内に異なる仮評点を持つ母岩が混在する場合の処理,各仮評点の合計による重 

要度の分級,および分級結果の補正などの各要領は,前記「水源かん養」の場合と同じ

—1 8 3—



である。分級基準は表一 9のとおりである。

表ー9 国土保全に関する林地のホ要度の分級基準

at姿度 高 中 低

合計仮肝点 8 • 7 6 • 5 4 • 3

7.評価の実施例

(I)小地域の詳密分級の例

モデル溜麦した致ケ再村のうち,長野県三岳村の例を述ペる。三mm御岳山の東側山 

妝から山題緩斜面に広がっている。林地面積約丨0, 5 0 0£aのうち2 4 イが圃有林であり, 

その大部分は海抜!.2 0 0 m以上にある。

5万分の1地形図K1CJRX1CWのメブシュ(実長500771X500"J実面(W 2 5 4a ) 

をかけて得られた方眼を単位とし,土壌図,地質図その他を使用し,前述の方法で哭招し 

た・

〇水源かん養に関する三岳村林地の重要度

3i曇度の分級結果は図ー2忙示すとおりで,「高」4 7%, 「中」47乱 「低」6 

俗となり,村全体に垂麼度が髙い。特に御岳山山体に「髙」が集中しており,この地区 

には水源かん養保安林の設暖が条ましい。(現忙広く指定されている。)部抜高が髙い 

こと,第网紀の成曆火山であって,火山拗出物を母材とする漸閔性の热色土,褐色麻林 

土か広く分布することが幸いしているためである。

2) 国土保全忙関する三岳村林地の匝妾度

分級結果を図ー 3に示す。7S怨!度「贏」6务,「中」4 8苗,「低」4 〇 ?Sとなり, 

崩!®の危険度の高い林地は少ない。危険度の高い林地は,高海抜地の開析谷臨にあり, 

この部分の蘇林の取扱いは供垂を我する。

3) 三岳村の適正な森林配僧と徳菜

前852つの蜜:耍度に,洪水防止,林木生産,レクリエーシ"ンの3種の重要度を加え,

綜合舒価し,5つの類地崔区分した。後の3つの策妥度の分級法については,前抱の報 

告書を参照されたい。類地の区分基準を表ー1〇に,また三岳村の類地区分結果を図ー 

4 1¢示す。
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表ー1〇 類地区分基準

類 地
重 要 度

施 業
木材生産機能 他の4機能

生 

産 

林 

地

I類地 高 低または中
土地生産性を十分発抽できるよ 

うな積極的施業
1I類地 中 中 または低

公

益

林

地

I類地 高
国土保全が高 

または 
レクリエーシ3ンが高

小面積皆伐

H類地 中 高かIつ以上 小面積皆伐または択伐

m類地 低 高 または中 禁伐または弱度の択伐

三岳村では,生産林地I類地が4 5功,同!!類地が16名,公益林地I類地が7弓,同 

I!類地が1〇%,同D！類地が2 2 %と評定された。生産林地が広く,さらに人工林拡大の 

要がある〇

⑵大地域の概括的分級の例

木曽三川(木曽川・長良川・揖斐川)流域林地について実施した試行例を述べる。2 〇 

万分の1地勢図を縦横4 〇等分して得られた方眼(実長約2KmX 2Km実面積約4 0 0,1a) 
を評価の単位の土地とし,2 〇万分の1土地分類図を中心に,5万分の1民有林土壊図, 

2万分の1国有林土壌図を補助的に使用して評価した。

水源かん養に関する木曽三川流域林地の重要度の区分結果を図ー5に,また国土保全に 

関する重要度区分結果を図ー6に示す。両重要度の「高」は,北部の県境山地に運ら左っ 

ている。御岳山は水源かん養に関しては「高」,国土保全に関しては「中」〜「低」であ 

るのに対し,駒ヶ岳を包む木曽山地は水源かん養が「低」,国土保全が「高」と極めて対 

照的である。

図ー 7に流域の自然地域区分を示し,地区ごとの各種重要度別の面積と面積比率を表ー 

11と12に示す。この結果から,流域全体から見た各地区の重要性の位置づけ,次た地 

区ごとの適正な森林の配度および適正な施業が概括的に読みとれ,流域の土地利用計画, 

開発計画の有力な基礎資料となる。
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